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スペック
モニター・セクションのパフォーマンス：

・ダイナミック・レンジ: 102 dB 
   (unweighted, 105 dB or better A-weighted)

・THD+N: 0.0015%以上

周波数特性: 20 Hz to 20 kHz, ± 0.2 dB

最大入力レベル: +22 dBu ba lanced (matches 
max. output level of 888|24 or 192 I/O, +4 dBu 
nominal; -18 dBFs reference level)

Digidesignの最新の製品情報及びシステム必要環

境、最新ディベロップメント・パートナー・プラグ

イン及びソフトウェア互換性情報は  

www.digidesign.com にて御確認ください。

Command|8

F E A T U R E S

Pro Tools® TDM及びLE softwareにより、レコー

ディング及びミキシングのあらゆる細部を、驚異

的なレベルでコントロール可能です。しかし多

くのPro Toolsオペレーターにとって、最速かつ

最も満足できる方法とは、マウスとキーボード

を使うことではありません。Digidesign®コント

ロール・サーフィスのハンズオン・フェーダーとボ

タン、ロータリー・エンコーダーを活用すること

で、Pro Toolsの真のパワーと効率を発揮する

満足感を得られるのです。

全てをハンズオン・コントロール
コントロール・サーフィスを使用することによ

り、Pro Tools のプロセスがより分かりやす

いものとなり、身体を使ったセッションの作

業が進行します。サウンドのアイディアを楽

器同様に身体の直接的な導きによって実現可

能。コントロール・サーフィスにより、コン

ピューター画面に注意を払うのでなく、聴覚

と感触に基づいた作業が実現します。

コントロール・サーフィスのメリットは、特

にミキシング時に際立ちます。例えばトラッ

クのミュートやソロ、パンニング、エフェク

トやセンド・レベルの調整、プラグイン設定

の変更などを要素毎にクリックするのでは

なく、複数の機能を同時に実行可能なので

す。ボリュームのライドや複数トラックに渡

るクロスフェードなどもフェーダーを動かす

だけで実行でき、その結果を即座にリアルタ

イムで確認できます。

Digidesignのコントロール・サーフィス・オ

プションの製品ラインナップを補完する新製

品となるCommand|8は、セッションを完全に

コントロールでき、エルゴノミックかつ空間

効率に優れた、オートメーション対応ハンズ

オン・ワークサーフィスです。マウスを使っ 

たPro Toolsオペレーションには付き物だっ

た、目を細めてメニューを探し回る作業が

Command|8により不要となるため、生産性も

大きく向上します。

Command|8の登場
DigidesignとFocusriteの最新コラボレーショ

ンの成果であるCommand|8により、Pro Tools 

LE及びTDMシステムのハンズオン・コントロー

ルが、コンパクトかつ低価格なパッケージで実現し

ます。Command|8はフル機能のコントロール・サー

フィスであり、空間に余裕の無いミュージック/ポ

スト・ファシリティやホーム/プロジェクト・スタジ

オ、そしてポータブルPro Toolsシステムにも最適

です。

Command|8のフェーダーとロータリー・エンコー

ダー、ディスプレイ、専用トランスポート・コント

ロールにより、Pro Toolsミックスを伝統的なアナ

ログ・コンソール同様のハンズオンの感触で構築で

きます。Command|8とPC/Macの接続は、シンプ

ルなUSB接続で実現。Focusriteのオーディオ・パ

フォーマンスとクオリティを実現するCommand|8

のオンボード・モニター・システムでは、Pro Tools

オーディオと外部入力、スピーカー、そして独立コ

ントロールされるヘッドフォン出力をコントロール

できます。

Command|8に搭載されるバンク切り替え可能な8

チャンネルには、Digi 002 ®同様に、タッチセンシティ

ブ・フェーダーとLEDモニタリング・リング付きの

オートメーション対応ロータリー・エンコーダーが

搭載されています。高輝度なバックライト付き110

文字LCDディスプレイはチャンネル群の上部に配

置されており、トラック名とパラメーター名の同

時表示など、重要な情報を簡単に見渡すことがで

きます。

Focusriteモニタリング
Command|8にはFocusriteデザインによるオンボ

ード・アナログ・モニター・セクションが用意され

ているため、オーディオ・ミキサーも追加不要で

す。モニター・セクションには2系統の+4/-10切り

替え式ステレオ入力 (バランス/アンバランス) とス

テレオ・スピーカー出力 (+4/-10)、独立コントロー

ルされるヘッドフォン・アンプが搭載されており、

セッションの進行を確認するためにフレキシブルな

モニタリング機能を活用できます。

MIDIコントロール
Command|8は、コントロール・サーフィスとして

の個性に加えて、1-IN/2-OUTの内蔵MIDIインター

フェースでMID Iのニーズにも応えます。アウト

ボードのMIDI機器をCommand|8のMIDIポートに

接続するだけで、MIDI情報をPro Toolsへレコー 

ディング可能。Command |8をスタンドアローン

MIDIコントローラーとして使えば、MIDIコントロー

ル・チェンジに対応した様々な機器のレベルやパン、

ソロ、ミュート、MIDIマシン・コントロールなどの

パラメーターをコントロールできます。また、Avid®製

品もネイティブ・サポートするため、オートメーショ

ン・ゲイン・ツールとも最もタイトな統合性が実現

します。

©8/05. Avid, Command|8, Digi 001, Digi 002, Digi 002 Rack, Digidesign, Mbox, PRE, Pro Tools, Pro Tools|HDは Avid Technology, Inc. またはその子会社、ディビジョ

ンの商標または登録商標です。Windows及びExcel は Microsoft Corp. の登録商標です。Macintosh OSは Apple Computer, Inc. の登録商標です。他の商標は各社が

所有します。全ての機能及び仕様は予告なく変更される場合があります。
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Mbox™へCommand|8を追加すると、Pro Tools 

LE環境へハンズオンでアクセスでき、またMIDIイ

ンターフェースの追加購入無しにMIDI機器を接続

可能です。Digi 002とCommand|8を使用した際に

は、16フェーダー仕様のPro Tools LEワークステ

ーションを手にできます。このCommand|8により

MboxからPro Tools|HD Accelに至るまで、Pro 

Toolsのパワーをあらゆるコンフィギュレーション

でコントロール可能です。

システム必要環境
Command|8はDigidesignの推奨するWindows® XP

またはMac OS ® XベースのPro Tools LEシステ

ム (Digi 002, Digi 002 Rack, Digi 001, Mbox) 及

びPro Tools TDMシステム (Pro Tools|HD, Pro 

Tools|HD Accel) で動作します。 

Command|8
Pro Tools システム用のオートメーション対応ミキシング・コントロール・サーフィス

■ Pro Tools TDM 及び LEシステ
ムをサポート ‒ ホーム・スタジオ
とプロ・オーディオ /ビデオ編集ス
イートのどちらにも最適

■ PC または Mac へシンプルな 
USB接続

■ タッチコントロール回路を搭載し
た8本のムービング・フェーダー

■ パン、センド、プラグインをコン
トロールする 8個のロータリー・
エンコーダー

■ トラック名やパン、センド、フェー
ダー情報、プラグインの値、タイ
ムライン位置を見やすく表示する
高輝度な大型英数字ディスプレイ

■ 各チャンネルでSELECT/SOLO/
MUTE/RECを即座に実行可能

■ Pro Tools の基本機能をワンタッ
チでコントロールできる専用トラ
ンスポート・セクション

■ 2 系統ステレオ入力 ( メイン及び
Aux)

■ モノ、ミュート、専用ボリューム・
コントロール・ノブを搭載したモニ
ター出力コントロール

■ 専用ボリューム・コントロール・ノ
ブを搭載したヘッドフォン出力

■ ハイエンドのオーディオ・パフォー
マンスを実現する Focusrite オン
ボード・モニター・システム

■ 統合 MIDI インターフェース ‒ 
1- IN/2-OUT (16/32 ch)

■ スタンドアローンMIDIコントロー
ラー・モード ‒ コントロールをソ
フトウェア / ハードウェア機器へ
簡単にマッピング ; Avid 製品ファ
ミリーをサポート

■ QuickPunch パンチイン用フット
スイッチ

最終ページへ続く

Pro Tools システム用のオートメーション対応ミキシング・コントロール・サーフィス



Command|8

110文字 LCDディスプレイ 
    ( スクリブル・ストリップ ) 
      ● トラック名、トラック及びプラグインのパラメーター値、タイムコード等

チャンネル・ビュー・コントロール

      ● 選択した INSERT及びSENDのプラグインまたはPan/Send コントロール

      ● ボタン : EQ, DYNAMICS, INSERT, PAN/SEND/PRE, PAGE, MASTER BYPASS等

コンソール・ビュー・コントロール

      ● 全チャンネルのパン、センド、インサートの状態表示を同時コントロール

      ● 初期状態ではチャンネル・パン・ポジション表示 ; スクリブル・ストリップに表示されるSENDや 
      INSERTを A-E の選択により決定

特殊キー

      ● コンピューター・キーボード上の各キーに対応

フェーダー・セクション

      ● +12 dB フェーダー・スケールをサポートする100 mmタッチセンシティブ・ムービング・フェーダー

      ● SELECT、SOLO、MUTEボタンと色分けされた LEDインジケーター

      ● パン・ポジションやセンド・レベル等を表示する11 LEDリングを備えた多目的ロータリー・エンコーダー

      ● 5 セグメント LEDメーター (0 to -42 dBFS)

コントロール・ルーム&ヘッドフォン・コントロール

      ● コントロール・ルーム : Mute、Mono、External Source モニター・セレクター ;  
      専用ボリューム・レベル・コントロール

      ● ヘッドフォン : 1/4” ステレオ・ヘッドフォン・ジャック ; 専用ボリューム・レベル・コントロール

その他のコントロール&インジケーター

      ● Rec イネーブル、Pan/Meter (L/R インジケーター付き )、Enter、Undo セレクター

      ● スタンドアローン・ボタン ‒ Command|8をMIDI コントローラー・モードに切り替え

      ● USB及びMIDI アクティビティ・インジケーター

マスター・フェーダー /Flip コントロール

      ● マスター・フェーダー : 右端のフェーダーにマスター・フェーダー・コントロールを移動

      ● Flip: PAN/SEND及び INSERTコントロールをロータリー・エンコーダーからフェーダーへ移動

ナビゲーション・キー

      ● 4 つのナビゲーション・パッドで、ソフトウェア・ミキサーを8フェーダー単位でBANK切り替え、 
      1 チャンネル毎にNUDGEして移動、トラック・データを水平または垂直方向にZOOMイン / 

      アウト、再生セレクターを水平または垂直方向へ移動

特別機能コントロール

      ● Utility、Midi Edit (MIDI マッピング用 )、PRE/Midi リコール (MIDI コントローラー・セットや 
      MIDI マップ、Digidesign PREのパラメーター値のリコール )、Fader Mute、プラグイン Focus      

全般的なコントロール

      ● Pro Tools インターフェース・ウィンドウ ( プラグイン、ミックス、編集 )、ループ再生、ループ録音、 
      QuickPunch、メモリー・ロケーションの選択

トランスポート・コントロール

      ● Pro Tools 内の共通トランスポート機能 ( プレイ、レコード、ストップ等 )

電源部
      ● 電源ケーブル端子

      ● 電源スイッチ

インターフェース
      ● 1-IN/2-OUT MIDI インターフェース

     ● USB端子

     ● 1/4” パンチイン端子

出力
      ● スピーカー出力 ‒ +4/-10 dB プッシュ・ボタン付き1/4” TRS ( バランス /アンバランス ) 端子

モニター入力
      ● Main 及び External Source ステレオ入力 ‒ ペア毎に +4/-10 dB プッシュ・ボタン付きの1/4”  
      TRS ( バランス /アンバランス ) 端子


